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コ
ラ
ム

春雪の忍野八海（山梨県忍
おし

野
の

村
むら

）

世界文化遺産「富士山」の構成資
産のひとつである忍野八海。富士
山を水源とする「出口池」「お釜
池」「底抜池」「銚子池」「湧池」
「濁池」「鏡池」「菖蒲池」の８つ
の湧水池からなり、富士山の澄ん
だ雪解け水が流れ込む。江戸時代
には、富士山入山前に身を清める
ために訪れる巡礼地となっていた。

写真キャプション

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
行
政
施
策
と
し
て
に
わ
か
に

取
り
上
げ
ら
れ
つ
つ
あ
る
の
が「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

で
あ
る
。
業
務
を
目
的
と
し
た
旅
行
（
出
張
）
に
休

暇
を
組
み
合
わ
せ
た
の
が
「
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー

（
B
l
e
i
s
u
r
e
）」（
ビ
ジ
ネ
ス
＋
レ
ジ
ャ
ー
）、

休
暇
を
目
的
と
し
た
旅
行
に
業
務
を
組
み
合
わ
せ
た

の
が
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
W
o
r
k
a
t
i
o
n
）」

（
ワ
ー
ク
＋
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
と
言
わ
れ
、
い
ず
れ

も
米
国
発
の
造
語
で
あ
る
。
日
本
人
に
も
比
較
的
分

か
り
や
す
い
造
語
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
国
や
地

方
自
治
体
の
新
た
な
施
策
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

欧
米
で
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
「
仕
事
と
余
暇
」、

「
余
暇
と
仕
事
」
を
効
率
良
く
組
み
合
わ
せ
た
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
が
マ
イ
ス
（
M
I
C
E
）
や
ビ
ジ
ネ
ス

ト
ラ
ベ
ル
の
潮
流
と
な
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
中
で
、

事
務
所
で
の
「
密
」
を
避
け
た
い
企
業
の
論
理
、
ど

う
せ
働
く
な
ら
自
宅
で
は
な
く
快
適
な
環
境
の
中
で

と
い
う
働
く
側
の
論
理
、
平
日
対
策
な
ど
需
要
の
平

準
化
や
滞
在
化
に
繋
げ
た
い
旅
行
・
航
空
・
宿
泊
な

ど
関
連
事
業
者
の
論
理
、
そ
し
て
交
流
人
口
、
関
係

人
口
を
拡
大
し
た
い
地
域
・
自
治
体
の
論
理
が
ま
さ

に
一
致
し
た
施
策
が
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で
あ
る

と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
今
は
受
け
入
れ
を
進
め
た

い
地
域
や
自
治
体
の
論
理
が
先
行
し
て
い
る
印
象
が

強
い
。
た
だ
、
ネ
ッ
ト
環
境
（
W
i

-

F
i
）
を
整

備
し
、
仕
事
が
出
来
る
よ
う
机
や
椅
子
を
揃
え
、
多

少
自
炊
も
出
来
る
設
備
を
整
え
れ
ば
、
受
け
入
れ
で

き
る
と
い
っ
た
安
易
な
考
え
で
は
先
が
思
い
や
ら
れ

る
。
一
方
、
企
業
側
に
と
っ
て
も
働
く
側
に
と
っ
て

も
、
福
利
厚
生
を
含
め
た
新
し
い
制
度
が
確
立
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
い
ざ
実
施
と
な
る
と

課
題
は
山
積
し
て
お
り
、
今
後
、
普
及
に
向
け
た
各

方
面
で
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

地
域
や
自
治
体
の
役
割
は
、
ま
ず
は
来
訪
す
る
企

業
や
働
く
人
々
の
ニ
ー
ズ
を
丹
念
に
調
査
、
把
握
す

る
こ
と
、
そ
し
て
地
域
の
価
値
を
高
め
る
あ
ら
ゆ
る

工
夫
を
凝
ら
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。
具
体
的
に
は
地
域

の
ヒ
ト
･
モ
ノ
･
情
報
を
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
来
訪

す
る
人
々
に
「
繋
ぐ
」
こ
と
、
そ
こ
に
新
た
な
価
値

が
創
出
さ
れ
、
明
日
に
繋
が
る
気
づ
き
や
活
力
、
創

造
力
が
生
ま
れ
て
く
る
。
こ
の
役
割
こ
そ
が
地
域
や

自
治
体
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

梅う
め

川か
わ

　
智と

も

也や

國
學
院
大
學
教
授
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ワ
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ョ
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る
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荒
木
泰
臣
全
国
町
村
会
長
（
熊
本
県
嘉

島
町
長
）
は
、「
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後

に
お
け
る
地
域
経
済
対
策
に
係
る
緊
急
提

言
」
を
と
り
ま
と
め
、
3
月
24
日
、
坂
本

哲
志
地
方
創
生
担
当
大
臣
に
対
し
、
要
請

活
動
を
行
っ
た
。

緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
に
お
け
る

緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
に
お
け
る  

地
域
経
済
対
策
に
係
る
緊
急
提
言

地
域
経
済
対
策
に
係
る
緊
急
提
言

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措

置
法
に
基
づ
き
１
月
に
発
出
さ
れ
た
「
緊

急
事
態
宣
言
」
は
、
３
月
21
日
に
全
て
解

除
さ
れ
た
。

こ
の
間
、
町
村
に

お
い
て
は
、
住
民
の

命
と
健
康
を
守
る
た

め
、
国
や
都
道
府
県
、

都
市
自
治
体
と
連
携

し
、
医
療
提
供
体
制

の
確
保
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
体
制
の
早
期
構

築
等
、
総
合
的
な
対

策
を
強
力
に
進
め
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

東
京
圏
４
都
県
を
は

じ
め
各
地
で
依
然
と

し
て
予
断
を
許
さ
な

い
厳
し
い
状
況
が
続

き
、
新
規
感
染
者
数

の
下
げ
止
ま
り
や
再

拡
大
の
傾
向
が
見
ら

れ
る
地
域
も
あ
り
、
今
後
変
異
株
等
に
よ

る
新
た
な
感
染
拡
大
の
波
も
懸
念
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
手
を
緩
め
る
こ
と
な
く
徹
底

し
た
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

ま
た
、
昨
年
来
、
コ
ロ
ナ
禍
が
町
村
部

の
地
域
経
済
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
甚
大
な

も
の
と
な
っ
て
お
り
、
緊
急
事
態
宣
言
対

象
地
域
だ
け
で
な
く
、
緊
急
事
態
宣
言
の

対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
地
域
に
お
い
て

も
、
飲
食
店
や
関
連
事
業
者
、
宿
泊
・
観

光
業
者
を
は
じ
め
様
々
な
業
種
が
危
機
的

な
状
況
や
困
難
な
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
国
に
お
い
て
は
、
緊
急
事

態
宣
言
対
象
地
域
は
も
と
よ
り
、
そ
れ
以

外
の
地
域
や
飲
食
店
以
外
の
業
種
に
お
い

て
も
、
実
効
性
の
あ
る
地
域
雇
用
対
策
を

公
平
に
講
ず
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
も
の

で
あ
る
。

特
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
お
い
て
、

緊
急
事
態
宣
言
対
象
地
域
外
の
飲
食
店
や

関
連
事
業
者
を
支
援
す
る
た
め
の
新
た
な

特
別
枠
を
創
設
す
る
こ
と
も
含
め
、
感
染

拡
大
で
影
響
を
受
け
厳
し
い
経
営
環
境
に

あ
る
事
業
者
に
対
し
て
地
方
が
独
自
に
支

援
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
一
時

支
援
金
に
つ
い
て
は
、
支
給
額
の
上
限
を

引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
緊
急
事
態
宣
言

対
象
区
域
の
飲
食
店
と
の
取
引
関
係
等
の

要
件
を
撤
廃
す
る
な
ど
、
要
件
の
緩
和
等

を
行
う
よ
う
求
め
る
。

ま
た
、民
間
金
融
機
関
の
実
質
無
利
子
・

無
担
保
融
資
の
申
込
み
等
の
期
限
及
び
償

還
期
間
等
の
延
長
や
返
済
猶
予
な
ど
、
資

金
繰
り
支
援
を
強
化
す
る
よ
う
求
め
る
。

　

令
和
３
年
３
月
24
日

全
国
町
村
会
長　
　

�

荒　

木　

泰　

臣

　◎
町
村
週
報
ご
購
読
の
ご
案
内
◎

　「
町
村
週
報
」を
毎
号
ご
自
宅
や
職
場

に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
ご
購
読
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（kouhou@

zck.or.jp

）

に
て
、
全
国
町
村
会
広
報
部
ま
で
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

★
年
間
購
読
料
１
、
５
０
０
円
（
送
料

込
み
）

★
請
求
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、

折
り
返
し
お
振
り
込
み
下
さ
い
。

▲坂本地方創生担当大臣（左）に要請する荒木会長（中央）

■内閣府

「
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
に
お
け
る
地
域
経
済
対
策

「
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
に
お
け
る
地
域
経
済
対
策

に
係
る
緊
急
提
言
」
に
関
す
る
要
請
活
動
を
実
施

に
係
る
緊
急
提
言
」
に
関
す
る
要
請
活
動
を
実
施

町 村 週 報（第三種郵便物認可）
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１１　

は
じ
め
に

　

は
じ
め
に

我
が
国
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
背
景

や
全
国
津
々
浦
々
異
な
る
地
域
環
境
の

下
、
そ
の
地
域
の
生
活
や
自
然
風
土
と
の

関
係
の
中
で
創
出
さ
れ
、
そ
し
て
現
在
に

至
る
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
文
化
財
が

多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

先
人
た
ち
が
生
み
出
し
て
き
た
、
国
民

の
財
産
と
も
言
え
る
こ
う
し
た
文
化
財
の

継
承
が
私
た
ち
の
代
で
途
切
れ
る
こ
と
な

く
、次
の
世
代
に
文
化
財
の
魅
力
を
伝
え
、

引
き
継
い
で
い
く
こ
と
は
、
今
を
生
き
る

国
民
共
通
の
責
務
で
あ
る
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

こ
う
し
た
考
え
方
の
下
、文
化
庁
で
は
、

文
化
財
保
護
法
等
の
関
係
法
令
に
基
づ

き
、
国
民
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
文
化
財

の
保
存
・
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２２　

文
化
財
保
護
法
に
つ
い
て

　

文
化
財
保
護
法
に
つ
い
て

文
化
財
保
護
法
は
、
我
が
国
の
財
産
た

る
文
化
財
の
保
存
・
活
用
の
た
め
の
制
度

を
整
備
す
る
た
め
、
昭
和
25
年
に
制
定
さ

れ
ま
し
た
。
我
が
国
で
は
、
有
形
・
無
形

の
文
化
財
に
対
し
て
、
同
法
に
基
づ
く
指

定
等
の
保
護
措
置
を
基
盤
と
し
て
、
各
文

化
財
の
所
有
者
や
保
持
団
体
、地
域
住
民
、

地
方
公
共
団
体
等
の
尽
力
に
よ
っ
て
そ
の

保
護
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

文
化
財
保
護
法
は
、

制
定
当
初
か
ら
、
時
代

の
経
過
に
伴
う
文
化
財

保
護
需
要
の
高
ま
り
に

対
応
す
る
た
め
、
保
護

対
象
の
拡
大
や
保
護
方

策
の
充
実
を
内
容
と
す

る
改
正
を
重
ね
て
き
て

い
ま
す
。

例
え
ば
、
昭
和
29
年

に
は
、
既
存
の
国
の
指

定
制
度
の
整
備
に
加
え

て
、
地
方
公
共
団
体
に

よ
る
指
定
制
度
を
法
制

化
し
、平
成
８
年
に
は
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の

教
訓
も
踏
ま
え
、
よ
り

幅
広
く
保
護
の
網
を
か

け
る
た
め
、
従
来
の
指

定
制
度
に
加
え
て
、
国

に
よ
る
登
録
制
度
を
建

造
物
に
つ
い
て
導
入
、

そ
の
後
、
平
成
16
年
に

は
そ
の
他
の
有
形
文
化
財
等
に
も
同
制
度

を
拡
張
し
ま
し
た
。
直
近
で
は
、
平
成
30

年
に
、
市
町
村
に
お
け
る
、
未
指
定
の
文

化
財
を
含
め
た
地
域
の
文
化
財
の
総
合

的
・
一
体
的
な
保
存
・
活
用
を
推
進
す
る

た
め
、
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
の

制
度
を
創
設
す
る
等
の
改
正
を
行
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。

３３　

今
回
の
改
正
法
案
の
内
容

　

今
回
の
改
正
法
案
の
内
容

こ
の
よ
う
に
、
文
化
庁
で
は
こ
れ
ま
で

も
社
会
的
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
応
じ
て
文
化

財
保
護
法
を
改
正
し
て
き
ま
し
た
が
、
現

在
、
更
な
る
文
化
財
保
護
制
度
の
充
実
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
正
法
案
の
主
な
内
容
は
２
つ

有形文化財 無形文化財 無形の民俗文化財 地方関係 （文化芸術基本法）

昭和25年
（1950）

○有形文化財を規定
○指定を創設 ○無形文化財を規定

昭和29年
（1954）

○指定を創設
○記録選択を創設

○無形の民俗資料を規定
○記録選択を創設 ○地方指定法制化

昭和50年
（1975）

○無形の民俗文化財を規定
○指定を創設

平成８年
（1996）

○建造物登録を創設

平成13年
（2001）

○文化芸術振興基本法制定
「生活文化（茶道､華道､書道その他の
生活に係る文化）の普及」が規定

平成16年
（2004）

○美工品登録を創設

平成18年
（2006）

（ユネスコ無形文化遺産保護条約の発効）

平成29年
（2017）

○文化芸術基本法に改正
「生活文化（茶道､華道､書道､食文化そ
の他の生活に係る文化）の振興」が規定

平成30年
（2018）

○「保存活用計画」を創設 ○地域計画を創設

令和３年
（2021）

○登録を創設 ○登録を創設 ○地方登録法制化 ※左記は、今回の改正に係る事項

文化財保護法・文化芸術基本法の改正経緯

無形文化財等の保護の充実に向けて無形文化財等の保護の充実に向けて
～文化財保護法改正～～文化財保護法改正～

文化庁文化財第二課長　鍋島　豊文化庁文化財第二課長　鍋島　豊

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）
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で
す
。
ま
ず
、
無
形
文
化
財
と
無
形
の
民

俗
文
化
財
（
以
下
「
無
形
の
文
化
財
」
と

い
う
。）
に
つ
い
て
、
従
来
の
指
定
制
度

に
加
え
て
登
録
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
、

そ
し
て
２
つ
目
は
、
現
在
、
地
方
公
共
団

体
で
条
例
等
に
基
づ
き
独
自
に
設
け
ら

れ
て
い
る
登
録
制
度
を
法
制
化
す
る
こ

と
で
す
。

次
に
、
こ
の
２
点
を
改
正
す
る
に
至
っ

た
経
緯
、
改
正
趣
旨
等
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
解
説
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

４４　　

��

国
に
よ
る
無
形
の
文
化
財
の
登

国
に
よ
る
無
形
の
文
化
財
の
登

録
制
度
の
創
設

録
制
度
の
創
設

近
年
、
無
形
の
文
化
財
に
対
す
る
保
護

の
機
運
が
急
速
に
高
ま
っ
て
き
て
い
ま

す
。平
成
13
年
に
は
、

茶
道
、
華
道
、
書
道

な
ど
の
生
活
文
化
の

普
及
が
明
記
さ
れ
た

文
化
芸
術
基
本
法
が

制
定
さ
れ
、
平
成
29

年
に
は
、
そ
の
生
活

文
化
の
例
示
と
し
て

食
文
化
を
追
記
し
、

併
せ
て
生
活
文
化
の

振
興
を
図
る
と
す
る

同
法
の
改
正
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た

国
際
的
に
も
、
平
成

18
年
に
は
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
保
護

条
約
が
発
効
し
、
こ

れ
ま
で
世
界
全
体
で

４
９
２
件
（
我
が
国

関
連
の
登
録
は
、山
・

鉾
・
屋
台
行
事
や
和

食
を
含
め
22
件
）
が

無
形
文
化
遺
産
と
し

て
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、こ
の
20
年
を
通
じ
て
、

無
形
の
文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て
の
認
識

が
世
界
的
に
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、伝
統
芸
能
や
工
芸
技
術
、

祭
り
等
の
年
中
行
事
、
食
文
化
を
含
む
生

活
文
化
な
ど
の
無
形
の
文
化
財
に
つ
い
て

は
、
生
活
様
式
の
変
化
や
少
子
高
齢
化
等

の
影
響
に
よ
り
、
次
代
の
担
い
手
が
減
少

し
、
そ
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
も
の
が
増

え
て
い
る
と
い
っ
た
指
摘
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
加
え
て
、
昨
年
来
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は
、
無
形
の
文

化
財
の
継
承
活
動
に
深
刻
な
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
祭
り
等
の
地
域
の

伝
統
行
事
等
の
多
く
が
中
止
・
延
期
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
ほ
か
、
茶
道
、
華

道
、
書
道
等
の
生
活
文
化
に
つ
い
て
も
、

継
承
の
基
盤
と
な
る
日
常
的
な
教
授
活
動

の
実
施
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
と

の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
無
形
の
文
化
財
に
つ
い
て

は
、
主
と
し
て
指
定
制
度
に
よ
っ
て
継
続

的
な
保
護
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、
指
定

を
受
け
る
に
は
、
専
門
的
審
議
に
必
要
な

学
術
的
調
査
の
蓄
積
が
十
分
あ
る
こ
と
が

不
可
欠
で
す
。
そ
う
し
た
学
術
的
調
査
に

は
一
定
の
時
間
を
要
し
ま
す
が
、こ
れ
は
、

既
に
指
定
を
受
け
て
い
る
他
の
文
化
財
と

の
整
合
を
図
る
観
点
か
ら
も
引
き
続
き
重

要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
現

在
継
承
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
無
形
の
文
化

財
の
中
に
は
、
現
時
点
に
お
い
て
は
指
定

を
受
け
る
ほ
ど
に
は
学
術
的
な
研
究
が
蓄

積
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、公
的
に
保
存
・

活
用
の
措
置
を
講
じ
る
だ
け
の
価
値
の
あ

る
も
の
が
多
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、指
定
制
度
よ
り
も
対
象
を
広
く
構
え
、

そ
の
分
よ
り
緩
や
か
に
保
護
を
図
る
法
的

な
ス
キ
ー
ム
を
用
意
す
る
こ
と
が
必
要
な

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
今
回
、
無
形
の
文
化
財
に

つ
い
て
、
指
定
制
度
を
補
完
す
る
制
度
と

し
て
、
登
録
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
こ
の
登
録
制
度
は
、
幅
広
く
、

よ
り
緩
や
か
に
保
護
を
図
る
と
の
制
度
趣

旨
に
鑑
み
、
無
形
の
文
化
財
の
保
護
措
置

と
し
て
必
要
な
届
出
等
の
仕
組
み
を
設
け

つ
つ
も
、
そ
の
保
持
者
等
が
自
由
度
を

持
っ
て
そ
の
保
存
・
活
用
に
取
り
組
め
る

よ
う
な
も
の
と
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
登

録
制
度
の
活
用
を
通
じ
て
、
例
え
ば
国
が

地
域
の
郷
土
食
の
１
つ
を
無
形
の
民
俗
文

化
財
と
し
て
価
値
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、

地
元
の
人
々
の
継
承
意
欲
が
高
ま
る
契
機

と
な
り
、
そ
の
文
化
財
の
継
承
に
つ
な
が

る
と
と
も
に
、
観
光
需
要
に
も
有
効
に
作

用
し
、
そ
れ
が
更
な
る
継
承
の
取
組
に
つ

な
が
る
と
い
う
好
循
環
を
創
出
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

５５　

地
方
登
録
制
度
の
法
制
化

　

地
方
登
録
制
度
の
法
制
化

地
方
公
共
団
体
に
よ
る
文
化
財
保
護
の

制
度
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
と
お
り
指
定

((１１)) 無無形形文文化化財財のの登登録録制制度度

○ 文部科学大臣は、重要無形文化財に指指定定さされれてていいなないい無無形形文文化化財財
のうち、その文化財としての価値に鑑み保保存存及及びび活活用用ののたためめのの措措置置
がが特特にに必必要要ととさされれるるももののを文化財登録原簿に登登録録ででききるることとする
（登録に際し、保持者又は保持団体を併せて認定）。

((２２)) 無無形形のの民民俗俗文文化化財財のの登登録録制制度度

○ （１）無無形形文文化化財財とと基基本本的的にに同同様様の制度として新設する。

((３３)) 施施行行期期日日

○ 公布日から３月以内で政令で定める日

文文化化財財保保護護法法のの一一部部をを改改正正すするる法法律律案案のの概概要要

概概 要要
１１．．無無形形文文化化財財及及びび無無形形のの民民俗俗文文化化財財のの登登録録制制度度のの新新設設

趣趣 旨旨

（（１１））概概要要
① 地方公共団体は、条例の定めるところにより、重要文化財等以外の
文化財でその区区域域内内にに存存すするるももののののううちち、その文化財としての価値に
鑑み保保存存及及びび活活用用ののたためめのの措措置置がが特特にに必必要要ととさされれるるももののをを当当該該地地方方公公
共共団団体体のの文文化化財財にに関関すするる登登録録簿簿にに登登録録ででききるることとする。

（（２２））施施行行期期日日 令和４年４月１日

社会の変化に対応した文化財保護の制度の整備を図るため、無無形形文文化化財財及及びび無無形形のの民民俗俗文文化化財財のの登登録録制制度度をを新新設設し、幅広く文化財の裾野を
広げて保存・活用を図るとともに、地地方方公公共共団団体体にによよるる文文化化財財のの登登録録制制度度及び文部科学大臣への文化財の登録の提案等について定める。

【【登登録録のの効効果果】】
・保持者の氏名変更等の届出義務（罰則あり）
・保存・公開に要する経費の補助、指導助言
・登録無形文化財保存活用計画の作成・認定

（名称及び保持者等、具体的な措置の内容、計画期間等）

国国

文文化化財財のの類類型型

指指定定
強い規制と手厚
い保護措置

登登録録
幅広く緩やか
な保護措置

有有形形文文化化財財
建造物、
美術工芸品 等

○ ○

有有形形のの民民俗俗文文化化財財
衣食住の用具 等 ○ ○

無無形形文文化化財財
芸能、工芸技術 等 ○ 新設

無無形形のの民民俗俗文文化化財財
風俗慣習、民俗芸能、民俗
技術等

○ 新設

［文化財保護の制度］

地地方方 ［文化財の類型は任意］ ○ 新設

＜＜予予算算関関連連法法案案＞＞

【第76条の７関係】

【第76条の９関係】

【第76条の10～第76条の12関係】

【第76条の13～第76条の17関係】

【第90条の５～第90条の11関係】

【第182条第３項関係】

【第182条の２関係】

※※ 新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症にによよりり、、多多様様なな無無形形のの文文化化財財ににつついいてて、、
公公演演等等のの継継承承活活動動にに深深刻刻なな影影響響がが生生じじてていいるるここととかからら、、迅迅速速ににここれれ
ららのの無無形形のの文文化化財財のの登登録録をを進進めめ、、国国にによよるる保保護護のの網網ををかかけけるるとととともも
にに、、予予算算措措置置等等にによよるる支支援援をを図図るる。。

２２．．地地方方登登録録制制度度のの新新設設

② 地方公共団体は、①により登登録録ししたた文文化化財財ののううちち適適当当ででああるるとと
思思料料すするるももののについて、文部科学大臣に対し、国国のの文文化化財財登登録録原原
簿簿へへのの登登録録をを提提案案ででききるることとする。

町 村 週 報（第三種郵便物認可）
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制
度
が
法
律
上
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
地
方
指
定
制
度
は
、
町
村
を
は
じ
め
非

常
に
多
く
の
地
方
公
共
団
体
の
皆
様
に
実

施
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
全

国
で
約
11
万
件
以
上
の
文
化
財
が
地
方
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
方
指
定
制
度

に
加
え
て
、
現
在
、
３
府
県
と
83
市
町
村

（
う
ち
、
町
村
は
15
）
に
お
い
て
は
、
文

化
財
の
登
録
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ

の
登
録
制
度
は
、
現
行
法
に
は
規
定
が
な

く
、
条
例
等
で
独
自
に
創
設
し
、
運
用
し

て
い
る
も
の
で
す
。
制
度
の
内
容
も
さ
ま

ざ
ま
で
、
有
形
だ
け
で
な
く
無
形
の
文
化

財
の
登
録
制
度
の
あ
る
と
こ
ろ
や
、
登
録

さ
れ
た
文
化
財
に
対
す
る
補
助
制
度
の
あ

る
と
こ
ろ
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

多
様
な
取
組
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
熊
本
県
あ
さ
ぎ
り
町
で
は
谷
水
薬
師

の
仁
王
像
が
有
形

民
俗
文
化
財
と
し

て
、
山
形
県
大
石

田
町
で
は
今
宿
田

植
踊
り
が
無
形
文

化
財
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
町
登
録
文

化
財
と
な
っ
て
い

ま
す
。
登
録
件
数

も
近
年
増
加
傾
向

に
あ
り
、
令
和
２

年
時
点
で
は
４
、

７
０
０
件
以
上
の

文
化
財
が
地
方
公

共
団
体
に
よ
っ
て

登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
地
方
関
係
で

は
、
前
述
の
と
お

り
、
平
成
30
年
に

文
化
財
保
護
法
を

改
正
し
、
文
化
財

や
そ
の
所
有
者
等

に
最
も
身
近
な
行

政
主
体
で
あ
る
市
町

村
に
お
い
て
、
消
滅
・

散
逸
の
危
機
に
あ
る

文
化
財
の
掘
り
起
こ

し
を
含
め
、
地
域
の

文
化
財
を
総
合
的
に

把
握
し
、
地
域
一
体

で
計
画
的
に
保
存
・

活
用
に
取
り
組
ん
で

い
く
観
点
か
ら
、
文

化
財
保
存
活
用
地
域

計
画
の
制
度
を
創
設

し
ま
し
た
。

ま
だ
施
行
か
ら
数

年
経
っ
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
既
に
現
時
点

で
、
23
市
町
で
文
化

財
保
存
活
用
地
域
計

画
が
策
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
他
の
市

町
村
で
も
計
画
策
定

の
た
め
の
準
備
が
進

ん
で
き
て
お
り
、
こ

う
し
た
取
組
を
通
じ
て
、
地
域
に
眠
っ
て

い
た
未
指
定
の
文
化
財
が
掘
り
起
こ
さ

れ
、
把
握
さ
れ
た
文
化
財
が
適
切
に
保
護

さ
れ
る
よ
う
、
従
来
の
地
方
指
定
制
度
だ

け
で
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
地
域
に
お

い
て
文
化
財
の
多
様
な
保
存
・
活
用
の
取

組
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
法
律
上
の
規
制

等
は
伴
わ
な
い
も
の
の
、
文
化
財
保
護
法

上
の
制
度
と
し
て
地
方
公
共
団
体
に
よ
る

登
録
制
度
を
位
置
付
け
、
地
方
の
創
意
で

活
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
既
に
、
86

の
地
方
公
共
団
体
で
登
録
制
度
は
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
制
度
を
法
令
上
位
置

付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
一
層
多
く
の

町
村
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
公
共
団
体
に

お
い
て
取
組
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
て
い

地方登録制度のある地方公共団体（文化庁調べ）

1 京都府▲
2 大阪府
3 兵庫県 合計：３府県

1 北海道 上士幌町 29 板橋区●▲ 57 磐田市
2 宮城県 仙台市▲ 30 練馬区●▲ 58 三重県 松阪市
3 名取市 31 足立区▲ 59 いなべ市
4 山形県 大石田町● 32 葛飾区▲ 60 伊賀市
5 茨城県 常陸太田市 33 江戸川区▲ 61 京都府 京都市▲
6 常陸大宮市 34 三鷹市▲ 62 宇治田原町
7 東海村 35 府中市 63 大阪府 大阪市
8 栃木県 佐野市 36 町田市 64 吹田市▲
9 日光市 37 小金井市 65 貝塚市

10 真岡市 38 国立市 66 枚方市
11 埼玉県 所沢市 39 福生市▲ 67 河内長野市
12 上尾市▲ 40 瑞穂町 68 兵庫県 神戸市▲
13 八潮市 41 日の出町●▲ 69 川西市
14 三郷市 42 神奈川県 横浜市▲ 70 奈良県 山添村●▲
15 千葉県 千葉市▲ 43 相模原市▲ 71 鳥取県 智頭町
16 佐倉市 44 伊勢原市▲ 72 島根県 松江市
17 酒々井町 45 海老名市 73 雲南市
18 東京都 中央区▲ 46 南足柄市 74 香川県 高松市
19 港区 47 箱根町 75 愛媛県 西条市
20 新宿区▲ 48 富山県 砺波市▲ 76 福岡県 福岡市▲
21 墨田区●▲ 49 福井県 坂井市 77 小郡市
22 江東区●▲ 50 山梨県 山梨市 78 熊本県 玉名市
23 世田谷区 51 北杜市 79 多良木町
24 渋谷区 52 長野県 松本市 80 あさぎり町
25 中野区▲ 53 高森町▲ 81 大分県 臼杵市
26 杉並区▲ 54 岐阜県 垂井町 82 宇佐市
27 豊島区● 55 大野町 83 沖縄県 宜野湾市▲
28 荒川区●▲ 56 静岡県 静岡市▲

＜市区町村＞ 合計：83市区町村

＜都道府県＞ ※文化庁調査（令和２年10月実施）において回答のあった団体のうち、
制度の名称又は条例等に「登録」と明示されているものを抽出
（この他、「登載」等の用語で地方における文化財保護制度を設けて
いる団体がある。）

（参考）
●無形文化財を登録の対象に含む団体（９団体）
▲無形民俗文化財を登録の対象に含む団体（31団体）

4,351 

4,744 

4,000

4,250

4,500

4,750

5,000

平成26年 令和２年

地方登録の件数

※令和2年より地方登録の件数の調査手法を変更している。

：文化財保存活用地域計画作成市町村（23市町）

77

11
22

33

88

99

44

55

66

1111 1100

1133
1122

1144
1155

1166

1177

1188
1199

2200

2211

2222

2233

№ 都都道道府府県県 市市区区町町村村

1 茨城県 牛久市

2 山梨県 富士吉田市

3 長野県 松本市

4 奈良県 王寺町

5 島根県 益田市

6 長崎県 平戸市

7 北海道 札幌市

8 大阪府 河内長野市

9 兵庫県 神河町

10 茨城県 常陸大宮市

11 栃木県 下野市

12 福井県 小浜市

13 岐阜県 岐阜市

14 滋賀県 草津市

15 滋賀県 甲賀市

16 岡山県 津山市

17 栃木県 大田原市

18 千葉県 銚子市

19 千葉県 我孫子市

20 三重県 明和町

21 兵庫県 加西市

22 兵庫県 香美町

23 愛媛県 松野町

「文化財保存活用地域計画」認定市町村一覧（令和3年1月現在）
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ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
地
方
で
登
録
さ
れ
た
文
化

財
に
つ
い
て
、
国
の
登
録
に
相
応
し
い
と

考
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
場
合
に
は
、
国

に
対
し
て
登
録
を
提
案
で
き
る
制
度
を
設

け
ま
す
。
こ
う
し
た
仕
組
み
も
活
用
し
な

が
ら
、
国
・
地
方
が
し
っ
か
り
と
連
携
し
、

役
割
分
担
を
確
認
し
な
が
ら
、
文
化
財
の

確
実
な
保
護
・
継
承
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

６６　

国
登
録
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

　

国
登
録
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

登
録
さ
れ
た
無
形
の
文
化
財
に
係
る
財

政
支
援
を
行
う
予
定
で
す
。
発
表
会
や
講

習
会
の
開
催
な
ど
登
録
さ
れ
た
無
形
の
文

化
財
を
伝
承
し
て
い
く
た
め
の
取
組
や
、

文
書
や
映
像
に
よ
る
記
録
作
成
に
対
す
る

補
助
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

国
と
し
て
は
こ

う
し
た
財
政
的
な

支
援
を
通
じ
て
、

担
い
手
の
方
々
を

応
援
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
一
方
、

文
化
財
、
特
に
無

形
の
文
化
財
の
継

承
に
当
た
っ
て
は
、

担
い
手
や
そ
の
周

囲
の
方
々
の
「
守
っ

て
い
き
た
い
」
と

い
う
意
思
が
何
よ

り
も
重
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
無
形

の
文
化
財
が
、
有

形
文
化
財
と
異
な

り
、
人
の
行
動
・

所
作
に
内
在
す
る

も
の
だ
か
ら
で
す
。

こ
の
た
め
、
い
く
ら
財
政
的
な
支
援
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
例
え
ば
、「
こ
の
祭
り
は
と

て
も
大
切
だ
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
世
代

に
是
非
引
き
継
い
で
い
き
た
い
。」と
い
っ

た
地
元
の
人
々
の
「
想
い
」
が
な
け
れ
ば
、

長
期
に
渡
っ
て
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と

は
困
難
で
し
ょ
う
。
文
化
財
保
護
の
取
組

は
担
い
手
と
公
お
お
や
けと

が
二
人
三
脚
で
進
め
て

い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
国
に

よ
る
積
極
的
な
登
録
が
、
地
元
の
文
化
財

に
対
す
る
継
承
意
識
醸
成
の
１
つ
の
契
機

と
な
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

７７　　

��

地
方
登
録
制
度
に
対
す
る
支
援

地
方
登
録
制
度
に
対
す
る
支
援

措
置
は
？

措
置
は
？

ま
ず
、
地
方
登
録
制
度
は
、
あ
く
ま
で

各
地
方
公
共
団
体
が
自
ら
の
判
断
で
実
施

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
性
質
上
、
残
念
な
が

ら
、
国
か
ら
直
接
的
に
財
政
的
な
支
援
を

行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
の
点
は
、
現
行
の
地
方
指
定
制
度

に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

一
方
、
地
方
財
政
措
置
に
つ
い
て
は
、

現
行
制
度
上
も
、
市
町
村
が
有
形
文
化
財

等
を
指
定
し
て
い
る
場
合
に
は
、
件
数
に

応
じ
て
特
別
交
付
税
が
措
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

今
後
は
、
制
度
の
実
施
状
況
も
踏
ま
え

な
が
ら
、
地
方
登
録
さ
れ
た
文
化
財
へ
の

措
置
の
検
討
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

８８　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

改
正
法
案
が
今
国
会
で
成
立
し
た
場

合
、

①�

国
登
録
に
つ
い
て
は
法
案
成
立
後
３
か

月
以
内
、

②�

地
方
登
録
制
度
に
つ
い
て
は
、
地
方
公

共
団
体
の
条
例
整
備
等
の
準
備
期
間
を

確
保
す
る
観
点
か
ら
令
和
４
年
４
月

に
施
行
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
施
行
ま
で
の
間
に
、
法
改
正
の

説
明
会
の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
、
登
録
制

度
を
活
用
し
た
い
と
考
え
る
地
方
公
共
団

体
の
条
例
整
備
・
運
用
が
円
滑
に
進
む
よ

う
、
丁
寧
に
き
め
細
か
な
対
応
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｈ
Ｐ
の
活
用
も
含
め
た
分
か
り

や
す
い
情
報
発
信
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
何
か
御
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
些
細
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、

左
記
連
絡
先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
新
た
に
文

化
財
保
護
法
に
位
置
付
け
ら
れ
る
登
録
制

度
が
広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

文
化
庁　

文
化
資
源
活
用
課

　

０
３

－

６
７
３
４

－

２
８
６
４

登録無形文化財、登録無形民俗文化財の登録による効果

・登録された無形文化財/無形の民俗文化財の保存・公開に関する指導又は助言

・伝承者養成や記録作成等の保存措置に係る法律補助

法 律 上 の 措 置

・保持者や保護団体等が行う伝承や普及・啓発、活用に関する事業等を支援。
（令和３年度予算（案）額：重要無形文化財保持団体等補助 373百万円の内数

民俗文化財伝承・活用等 169百万円の内数）

※令和４年度以降の財政支援については、引き続き検討。

予 算 措 置

登録無形文化財
補助率：定額

【補助対象事業】
＜伝承者養成＞
伝承者の養成を目的とする研修会、講習会の開催及
び実技指導
＜普及・啓発事業＞
将来の伝承者や理解者の養成を目的とする体験研修、
講習会、ワークショップの開催、情報発信等
＜調査・記録作成＞
登録した無形文化財の更なる調査や、記録の作成

登録無形民俗文化財
補助率：１／２

【補助対象事業】
＜伝承事業＞
無形の民俗文化財の周知、伝承教室・講習会・発表
会の開催等

＜活用事業＞
文書、写真、採譜資料等による記録作成、刊行事業、
録音、映像等の制作等

国が無形の文化財として価値付け、積極的に公表・公開することによって、地元の人々の
地域の文化資源への認識を新たにしていただくとともに、他地域や海外からの関心も高める
ことによって、その継承につなげていくことができる。（文化審議会企画調査会での指摘）

町 村 週 報（第三種郵便物認可）

政　策

2021年（令和 3年） 4月 5日　6第3155号

p03-06 3155 政策_文化財保護法.indd   6p03-06 3155 政策_文化財保護法.indd   6 2021/04/05   13:36:372021/04/05   13:36:37



町 村 週 報 （第三種郵便物認可）

フォーラム

現地レポート 町村独自のまちづくり

粟
島
浦
村
の
概
要

粟
島
浦
村
は
、
新
潟
県
村
上
市
の
岩
船
港

か
ら
北
西
35
㎞
に
位
置
し
、
周
囲
23
㎞
の
１

島
１
村
の
小
規
模
離
島
で
す
。
集
落
は
、
東

側
に
定
期
船
の
発
着
す
る
内
浦
、
西
側
に
釜

谷
の
２
集
落
か
ら
な
り
、
約
３
５
０
人
の
島

民
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
周
り
が
好
漁
場
で

古
く
か
ら
水
産
業
が
基
幹
産
業
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
る
他
、
昭
和
40
年
代
の
離
島
ブ
ー

ム
以
来
、
観
光
業
が
粟
島
の
主
要
産
業
に

な
っ
て
い
ま
す
。
１
年
を
通
し
て
比
較
的
温

暖
な
気
候
の
た
め
降
雪
も
少
な
く
、
暖
流
と

寒
流
の
交
じ
り
合
う
影
響
で
海
の
幸
・
山
の

幸
が
豊
富
な
島
で
す
。

粟
島
は
「
鯛
の
島
」
と
し
て
も
有
名
で
す
。

春
か
ら
夏
に
か
け
て
、
産
卵
の
た
め
近
海
に

集
ま
る
真
鯛
の
水
揚
げ
が
最
盛
期
を
迎
え
ま

す
。
ま
た
こ
の
頃
は
10
㎏
ク
ラ
ス
の
大
物
を

求
め
て
、
多
く
の
太
公
望
も
来
島
し
ま
す
。

郷
土
料
理
の
代
表
は
「
ワ
ッ
パ
煮
」
で
す
。

も
と
も
と
は
漁
の
合
間
に
磯
に
上
が
り
食
べ

て
い
た
漁
師
の
料
理
で
す
。
ワ
ッ
パ
と
い
う

杉
の
器
に
真
っ
赤
に
焼
け
た
石
を
入
れ
煮
立

て
調
理
す
る
魚
の
味
噌
汁
で
す
。

明
治
22
年
村
政
施
行
し
た
粟
島
は
、
令
和

元
年
に
村
制
施
行
１
３
０
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
村
内
外
か

ら
大
勢
の
来
賓
の
方
を
お
招
き
し
、
盛
大
に

記
念
式
典
を
挙
行
し
ま
し
た
。

粟
島
の
歴
史
は
古
く
、
お
よ
そ
５
千
年
前

か
ら
人
が
住
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
中
世
で
は
、
西
方
浄
土
の
入
り
口
と
見

て
、
来
世
の
幸
せ
を
願
い
建
立
し
た
板
碑
も

数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
近
世
で
は
、

北
前
船
の
風
待
ち
と
食
糧
の
補
給
地
と
し
て

重
要
な
拠
点
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、
古
く
か
ら
粟
島
が
そ
の
時
代
時
代
の

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
厳
し

い
自
然
環
境
の
下
で
先
人
が
積
み
上
げ
て
き

た
粟
島
の
足
跡
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
、

次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
、
今
粟
島
で

▲

西
海
岸
の
景
観

現地レポート 町村独自のまちづくり
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日
本
海
に
浮
か
ぶ

日
本
海
に
浮
か
ぶ

　
　
新
潟
県
の
小
さ
な
島
　
粟
島

　
　
新
潟
県
の
小
さ
な
島
　
粟
島

粟あ
わ

島し
ま

浦う
ら

村む
ら

新
潟
県
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町 村 週 報（第三種郵便物認可）

フォーラム

生
き
る
私
た
ち
の
使
命
と
捉
え
て
い
ま
す
。

し
お
か
ぜ
留
学

現
在
、
全
国
で
小
中
学
生
を
対
象
に
離
島

留
学
を
実
施
し
て
い
る
島
は
、
30
島
ほ
ど
あ

り
ま
す
。
粟
島
浦
村
が
行
っ
て
い
る
離
島
留

学
制
度
も
そ
の
中
の
一
つ
で
す
。
令
和
３
年

度
は
、
し
お
か
ぜ
留
学
募
集
予
定
人
員
12
名

に
対
し
、
応
募
者
数
は
、
50
名
ほ
ど
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
小
中
学
生
が
応

募
す
る
要
因
の
一
つ
に
他
の
離
島
留
学
に
は

見
ら
れ
な
い
、馬
を
介
在
し
た
「
命
の
教
育
」

を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

し
お
か
ぜ
留
学
に
至
っ
た
経
緯

平
成
24
年
、
児
童
生
徒
数
が
年
々
減
少
す

る
こ
と
か
ら
、
将
来
の
予
測
を
調
査
し
て
み

ま
し
た
。
す
る
と
平
成
30
年
に
は
、
島
の
中

学
生
が
２
名
だ
け
に
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
、同
級
生
も
い
な
く
、

先
輩
や
後
輩
も
ほ
と
ん
ど
い
な
い
学
校
生
活

を
子
ど
も
た
ち
へ
強
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
は
卒
業
後
も
同
窓
会
さ
え
で
き

な
い
粟
島
浦
小
中
学
校
出
身
者
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
の
存
続
さ
え
危
ぶ

ま
れ
、
地
域
の
衰
退
に
拍
車
が
か
か
る
こ
と

は
明
白
で
す
。
児
童
生
徒
数
の
極
端
な
減
少

は
、
教
員
数
に
も
影
響
し
、
教
育
活
動
の
質

そ
の
も
の
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
学
校

の
存
続
に
か
か
わ
る
問
題
で
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
や
職
員
会
議
の
機
会
に
、
児

童
生
徒
数
の
減
少
が
一
目
瞭
然
と
な
る
よ
う

に
数
値
化
し
グ
ラ
フ
で
示
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
は
、
し
お
か
ぜ
留
学
の
準
備

を
す
る
年
で
し
た
。
平
成
25
年
４
月
か
ら
留

学
生
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
、
地
域
住
民
、

学
校
、
教
育
委
員
会
の
関
係
者
で
構
成
さ
れ

る
会
議
を
何
度
も
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
集
ま
り
な
ど
で
、
保
護
者
に
対
し
て

し
お
か
ぜ
留
学
に
つ
い
て
の
説
明
も
行
い
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
地
域
と
共
に
し
お
か
ぜ

留
学
は
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

し
お
か
ぜ
留
学

実
施
に
か
か
わ
る
組
織

事
業
主
体
を
粟
島
浦
村
と
し
、
運
営
管
理

を
教
育
委
員
会
が
担
っ
て
い
ま
す
。
留
学
生

は
男
子
寮
と
女
子
寮
に
分
か
れ
、
集
団
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
に
は
里
親
制
度
が
始
ま
り
、

受
け
入
れ
人
数
も
20
名
と
な
り
ま
し
た
。
何

れ
の
宿
舎
に
も
管
理
人
が
常
駐
し
、
親
代
わ

り
と
し
て
留
学
生
の
世
話
を
し
て
い
ま
す
。

学
校
生
活
以
外
の
留
学
生
の
活
動
の
拠
点

は
、
あ
わ
し
ま
牧
場
で
す
。「
命
の
教
育
」

を
実
践
す
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。

牧
場
活
動

１　

基
本
方
針

馬
は
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
馬
の
下
、
群
れ
で

安
全
・
安
息
に
暮
ら
す
の
が
基
本
本
能
で
す
。

牧
場
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
馬
に
と
っ
て
の

リ
ー
ダ
ー
は
人
間
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
馬
の

気
持
ち
を
察
知
し
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ

ア
に
関
す
る
事
項
を
理
解
し
、
馬
に
寄
り

添
っ
た
行
動
が
で
き
る
こ
と
を
基
本
方
針
と

し
て
い
ま
す
。

最
終
的
な
目
標
は
、牧
場
活
動
を
通
し
て
、

「
忍
耐
・
協
調
・
協
力
」
の
で
き
る
人
間
の

育
成
で
す
。
留
学
生
が
今
後
成
長
し
、
社
会

の
一
員
と
な
っ
た
と
き
の
基
本
と
も
な
り
ま

す
。

２　

具
体
的
な
活
動

児
童
生
徒
の
意
思
を
尊
重
し
、
２
コ
ー
ス

に
分
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

①　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス

乗
馬
技
術
の
向
上
を
目
指
し
、
馬
術
大
会

な
ど
に
も
参
加
す
る
コ
ー
ス

②　

ハ
ピ
ネ
ス
コ
ー
ス

牧
場
活
動
は
朝
飼
い
（
朝
の
牧
場
活
動
）

の
み
と
し
、
放
課
後
は
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動

や
地
域
活
動
を
行
う
コ
ー
ス

両
コ
ー
ス
と
も
朝
の
飼
養
管
理
を
通
し
て

馬
と
い
う
動
物
を
理
解
す
る
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
朝
の
給
餌
活
動
は
午
前
６
時
15
分

か
ら
６
時
50
分
を
め
ど
に
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
活
動
終
了
後
寮
に
戻
り
、
朝
食
後
登

▲

生
徒
数
推
移

▲

寮
で
の
様
子
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フォーラム

校
し
ま
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
の
児
童
生
徒
は
、

放
課
後
牧
場
に
集
ま
り
厩
舎
の
清
掃
、給
餌
、

馬
体
の
手
入
れ
の
後
、
騎
乗
練
習
に
取
り
組

み
ま
す
。

３　

命
の
教
育

「
厩
七
分
に
乗
り
三
分
」
こ
の
言
葉
は
、

指
導
者
が
児
童
生
徒
に
、「
馬
と
心
を
通
じ

合
わ
せ
る
こ
と
が
全
て
の
基
本
で
あ
る
」
と

い
う
こ
と
を
教
え
る
際
に
使
う
言
葉
で
す
。

馬
は
世
話
を
し
て
く
れ
る
か
ら
こ
そ
自
ら

の
背
を
差
し
出
す
の
で
あ
っ
て
、
先
ず
は
馬

と
心
通
わ
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と

を
指
導
し
て
い
ま
す
。

一�

、
厩
に
入
り
馬
の
眼
を
見
て
声
を
か
け
、

体
を
撫
で
て
観
察
し
、
友
達
や
家
族
の
一

員
と
し
て
愛
情
を
も
っ
て
接
す
る
。

一�

、
馬
の
鼻
に
顔
を
近
づ
け
る
こ
と
で
馬
の

息
づ
か
い
を
感
じ
る
。
体
を
撫
で
る
こ
と

で
、
手
の
ひ
ら
に
伝
わ
る
生
命
の
暖
か
さ

を
感
じ
る
。

一�

、
日
々
水
を
や
り
、
餌
を
や
る
こ
と
で
馬

の
命
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
牧
場
活
動
を
通
し
て
命
の
大

切
さ
を
身
を
も
っ
て
知
り
、
そ
の
気
持
ち
を

日
常
の
生
活
に
生
か
し
、
友
を
思
い
や
る
気

持
ち
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
物
事
を
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
人
間
に
成
長
し
て
も
ら
い

た
い
と
願
い
「
命
の
教
育
」
を
実
践
し
て
い

ま
す
。

馬
を
介
在
し
た
交
流
活
動

モ
ン
ゴ
ル
国
エ
ル
デ
ネ
村
の
子
ど
も
た
ち

と
粟
島
浦
村
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流

①
契
機

新
潟
県
弥
彦
村
小
林
村
長
と
の
懇
談
の
際

に
、
モ
ン
ゴ
ル
国
エ
ル
デ
ネ
村
が
話
題
と
な

り
、
風
土
や
生
活
環
境
が
異
な
る
当
村
に
牧

場
が
あ
る
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
エ
ル

デ
ネ
村
の
訪
問
団
の
受
け
入
れ
を
弥
彦
村
に

提
案
し
ま
し
た
。

②
受
け
入
れ
体
制

島
を
あ
げ
て
の
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

▲

海
で
の
乗
馬

▲

馬
の
手
入
れ

▲

海
岸
を
駆
け
る
馬

9　2021年（令和 3年） 4月 5日 第3155号

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパンの定める条件を満たす場合のみとなります。
　このご案内は概要を説明したものです。詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン株式会社

03-3519-73250120-731-087
（受付時間：祝日、年末年始を除く月～金　午前９時30分～午後５時）

FAXTEL

株式会社　千 里（取扱代理店）
〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　http://www.chisato-ag.co.jp

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
この車両共済（保険）は、町村生協の自動車共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。

SJNK17-16682(2017.12.28作成）
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フォーラム

多
く
の
島
民
が
港
に
集
い
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
の

お
客
様
を
歓
迎
し
ま
し
た
。
交
流
会
は
、
粟

島
浦
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
全
員
で
行
う
こ

と
に
し
ま
し
た
。
牧
場
で
の
活
動
を
主
た
る

活
動
と
し
ま
す
が
、
牧
場
活
動
を
行
っ
て
い

な
い
児
童
生
徒
の
関
わ
り
方
と
し
て
、
海
水

浴
や
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
で
の
活
動
を
と
お
し
て

交
流
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

③
成
果

モ
ン
ゴ
ル
で
は
見
ら
れ
な
い
海
に
囲
ま
れ

た
粟
島
で
宿
泊
し
、
自
国
と
は
異
な
る
環
境

の
中
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
馬
に
触
れ
る
と
共

に
、
日
頃
身
に
つ
け
た
乗
馬
技
術
を
牧
場
活

動
を
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
披
露
し
て
い

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
「
し
お
か
ぜ
留
学
」

令
和
３
年
４
月
に
９
年
目
を
迎
え
る
し
お

か
ぜ
留
学
制
度
で
す
。
最
初
か
ら
き
ち
ん
と

し
た
形
で
制
度
を
示
す
こ
と
は
と
て
も
重
要

で
す
が
、
す
べ
て
の
課
題
を
想
定
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
制
度
に

無
理
矢
理
従
わ
せ
よ
う
と
す
る
と
留
学
生
は

増
え
ず
、
制
度
も
定
着
せ
ず
、
せ
っ
か
く
の

取
組
が
意
味
を
も
た
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
重
要
な
の
は
話
し
合
い
な
が
ら
ル
ー
ル

を
決
め
て
い
き
、
そ
こ
で
、
お
互
い
に
信
頼

関
係
を
築
く
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
中
、
昨
年
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
が

評
価
さ
れ
、「
令
和
２
年
度
過
疎
地
域
自
立

活
性
化
優
良
事
例
表
彰　

総
務
大
臣
賞
」
を

頂
き
ま
し
た
。

現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら

も
全
国
各
地
か
ら
児
童
生
徒
が
当
村
に
集

ま
っ
て
来
る
手
前
、
ま
ず
、
当
村
の
対
応
・

体
制
を
島
の
内
外
に
示
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
一
つ
一
つ

丁
寧
に
話
合
い
な
が
ら
制
度
を
充
実
さ
せ
、

児
童
生
徒
か
ら
は
、「
第
二
の
故
郷
」
と
呼

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
取
組
に
し
て
い
け
る

よ
う
努
め
ま
す
。

私
た
ち
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
ま
だ
ま
だ
種

を
蒔
い
て
い
る
段
階
で
す
が
、
い
つ
か
こ
の

「
し
お
か
ぜ
」
が
、
実
を
結
ん
で
地
域
活
性

化
の
「
か
ぜ
」
に
な
る
も
の
と
信
じ
て
活
動

し
て
い
く
所
存
で
す
。

粟
島
浦
村
長　

本
保　

建
男

▲

歓
迎
式
典

2021年（令和 3年） 4月 5日　10第3155号

都道府県 町 村 町村計 市 計 都道府県 町 村 町村計 市 計 都道府県 町 村 町村計 市 計

北 海 道 129 15 144 35 179 富 山 県 4 1 5 10 15 岡 山 県 10 2 12 15 27

青 森 県 22 8 30 10 40 石 川 県 8 0 8 11 19 広 島 県 9 0 9 14 23

岩 手 県 15 4 19 14 33 福 井 県 8 0 8 9 17 山 口 県 6 0 6 13 19

宮 城 県 20 1 21 14 35 長 野 県 23 35 58 19 77 徳 島 県 15 1 16 8 24

秋 田 県 9 3 12 13 25 岐 阜 県 19 2 21 21 42 香 川 県 9 0 9 8 17

山 形 県 19 3 22 13 35 静 岡 県 12 0 12 23 35 愛 媛 県 9 0 9 11 20

福 島 県 31 15 46 13 59 愛 知 県 14 2 16 38 54 高 知 県 17 6 23 11 34

茨 城 県 10 2 12 32 44 三 重 県 15 0 15 14 29 福 岡 県 29 2 31 29 60

栃 木 県 11 0 11 14 25 滋 賀 県 6 0 6 13 19 佐 賀 県 10 0 10 10 20

群 馬 県 15 8 23 12 35 京 都 府 10 1 11 15 26 長 崎 県 8 0 8 13 21

埼 玉 県 22 1 23 40 63 大 阪 府 9 1 10 33 43 熊 本 県 23 8 31 14 45

千 葉 県 16 1 17 37 54 兵 庫 県 12 0 12 29 41 大 分 県 3 1 4 14 18

東 京 都 5 8 13 26 39 奈 良 県 15 12 27 12 39 宮 崎 県 14 3 17 9 26

神奈川県 13 1 14 19 33 和歌山県 20 1 21 9 30 鹿児島県 20 4 24 19 43

山 梨 県 8 6 14 13 27 鳥 取 県 14 1 15 4 19 沖 縄 県 11 19 30 11 41

新 潟 県 6 4 10 20 30 島 根 県 10 1 11 8 19 合 　 計 743 183 926 792 1,718

都道府県別市町村数
（令和3年４月１日現在）
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2021年（令和 3年） 4月 5日　12

随　想

町 村 週 報（第三種郵便物認可）第3155号

こ
の
記
事
を
皆
さ
ん
が
読
ま
れ
る
頃

は
、
各
自
治
体
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
に
向
け
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
実
施
に
際
し
て
の
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
に
取
り
組
ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基

礎
自
治
体
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
べ
く

ご
奮
闘
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
今
回
の
随
想
に
あ
た
り
私
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
寒
川
町
の
特
徴
や
地
方

行
政
へ
の
取
組
へ
の
所
感
を
述
べ
た
い
と

思
い
ま
す
。

我
が
町
は
、
神
奈
川
県
の
中
央
部
を
流

れ
る
相
模
川
の
河
口
か
ら
上
流
約
６
㎞
の

左
岸
に
位
置
し
、
町
域
面
積
は
13
・
42
㎢

で
東
西
２
・
９
㎞
、
南
北
５
・
５
㎞
と
南

北
に
長
く
、
首
都
圏
か
ら
50
㎞
・
横
浜
か

ら
30
㎞
圏
内
に
あ
り
、
人
口
は
現
在
も
微

増
を
続
け
て
お
り
、
２
０
２
１
年
１
月
現

在
、
４
８
、６
３
２
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
交
通
イ
ン
フ
ラ
と
し

て
は
、町
内
に
Ｊ
Ｒ
相
模
線
の
駅
が
３
駅
、

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
（
さ
が
み
縦

貫
道
路
）
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
２
箇
所

設
置
さ
れ
て
お
り
、
公
共
交
通
の
利
便
性

に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
現
在
は

東
海
道
新
幹
線
新
駅
誘
致
地
区
と
し
て
も

取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
多
く

の
交
通
結
節
点
を
抱
え
る
高
い
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
背
景
と
し
な
が
ら
も
、
豊
か
な

自
然
環
境
の
中
で
野
菜
や
花
卉
な
ど
の
都

市
型
農
業
も
盛
ん
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
利

便
性
と
自
然
環
境
が
調
和
す
る
魅
力
あ
る

本
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
選
ば
れ
る
ま
ち
と
は
】

一
方
で
本
町
は
、
周
囲
を
知
名
度
の
高

い
市
に
囲
ま
れ
、
居
住
地
と
し
て
選
択
さ

れ
る
た
め
の
認
知
度
不
足
解
消
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
課
題
を
解

決
し
人
口
減

少
社
会
の
中

で
も
生
産
年

齢
人
口
を
中

心
と
し
た
人

口
を
確
保
し

発
展
で
き
る

町
に
す
る
た

め
、
積
極
的

な
情
報
発
信

に
よ
っ
て
移

住
・
定
住
を

促

進

し
、

「
選
ば
れ
る

ま
ち
」
に
な

る
こ
と
を
目

指
し
て
、
本

町
の
地
方
創

生
の
旗
印
と

し
て
平
成
30

年
２
月
に
ブ

ラ
ン
ド
ス

ロ
ー
ガ
ン

『「
高
座
」
の

こ
こ
ろ
。』

を
設
定
し
ま

し
た
。

こ
の
ブ
ラ

ン
ド
創
出
に

よ
る
認
知
度

向
上
は
、
町
外
の
方
か
ら
本
町
を
居
住
地

と
し
て
選
択
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
重
要

な
取
組
で
あ
り
、
現
在
、
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
本
町
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
発
信
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
、
最
も
重
要
な
課
題
と
し
て
捉

え
て
い
る
こ
と
が
「
転
出
抑
制
・
防
止
」

と
い
っ
た
視
点
で
す
。
こ
の
課
題
を
解
決

す
る
に
は
、
現
在
町
内
に
居
住
さ
れ
て
い

る
町
民
の
皆
さ
ん
の
満
足
度
を
い
か
に
維

持
向
上
さ
せ
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま

す
。

【
総
合
計
画
の
ポ
イ
ン
ト
】

そ
こ
で
、
本
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
新
総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

町
民
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
行
政

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
取
り
入
れ
、
町
民
生

活
に
直
結
す
る
施
策
を
確
実
に
実
施
す
る

内
容
と
し
、
町
の
将
来
像
を
『
つ
な
が
る

力
で　

新
化
す
る
ま
ち
』と
定
め
ま
し
た
。

「
つ
な
が
る
力
」
と
は
、
町
民
同
士
、
町

民
と
行
政
、
町
内
と
町
外
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
つ
な
が
り
に
よ
り
、
新
た
な
考
え
方
や

手
法
を
取
り
入
れ
、
地
域
課
題
に
対
処
す

る
こ
と
で
あ
り
、「
新
化
す
る
ま
ち
」と
は
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
溢
れ
、
前
向
き
で
成

長
で
き
る
状
態
を
理
想
の
状
態
と
考
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
環
境
の
変
化
の
中
に

あ
っ
て
も
新
し
く
生
み
出
し
な
が
ら
進
ん

で
い
く
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、「
新
化
」

を
町
独
自
の
言
葉
と
し
て
用
い
て
い
ま

す
。

【
真
の
地
域
づ
く
り
と
は
】

地
域
が
多
様
な
魅
力
的
存
在
に
な
ら
な

い
限
り
、
取
り
巻
く
競
争
圧
力
も
は
ね
の

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
コ
ン
パ
ク
ト
な
町
域
で
あ
り

な
が
ら
も
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
や
企
業
の
集

積
な
ど
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有
す
る
寒

川
町
と
い
え
ど
も
、
さ
ら
な
る
地
域
の
魅

力
（
地
域
力
）
ア
ッ
プ
が
必
要
で
す
。
要
素

と
し
て
は
、
構
想
力
・
実
行
力
・
発
信
力

プ
ラ
ス
連
携
力
の
４
つ
を
地
域
力
の
中
心

に
据
え
る
。
こ
れ
ら
の
４
つ
の
要
素
が
単

な
る「
足
し
算
」で
は
な
く
、お
互
い
に「
か

け
算
」
と
な
る
べ
き
認
識
が
重
要
と
考
え

ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
も
前
向
き
に
新
し
い
時
代
に
対
応
す

る
こ
と
で

「
住
ん
で
い

て
良
か
っ
た
、

住
み
続
け
た

い
」
と
言
わ

れ
る
よ
う
、

私
の
座
右
の

銘
と
し
て
い

る
「
着
眼
大

局
、
着
手
小

局
」
で
取
り

組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

随  想

　

▲
�

相
模
川
で
カ
ヌ
ー
を
楽
し
む

人
々

木
き

村
むら

　俊
とし

雄
お

神奈川県寒
さむ

川
かわ

町長　

四季の彩りと『「高座」の
こころ。』で住みよさ満喫

▲�

花
卉
の
栽
培
が
盛
ん
な 

「
は
な
の
ま
ち
」

▲
�

町
の
ほ
ぼ
中
心
部
に
あ
る

　

さ
む
か
わ
中
央
公
園
の
満
開
の
桜
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